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今
年
２
月
28
日
の
イ
ラ
ン
戦
争
開
戦
に
よ
り
、
長
年
石
油
・
天
然

ガ
ス
供
給
の
最
大
リ
ス
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

封
鎖
が
初
め
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。石
油
海
上
貿
易
の
約
３
割
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
貿
易
の
約
２
割
を
占
め
て
い
る
こ
の
要
衝
が
閉
じ
ら
れ
た
こ

と
で
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
市
場
は
大
き
な
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
が
意
味
す
る
も
の

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
が
２
０
２
４
年
10
月
に
発
行

し
た
年
次
報
告
書
「W

orld Energy O
utlook 2024

」
で
は
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
は
世
界
市
場
に
重
要
な
航
路
と
評
価
し
つ
つ
、
完
全
な

閉
鎖
は “U

nlikely”

、
可
能
性
が
低
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
た
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ
る
前
、
あ
る
い
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
航

行
が
実
際
に
止
ま
っ
た
直
後
で
さ
え
も
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ

て
封
鎖
が
続
く
こ
と
を
予
測
し
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
者
は
ど
れ

ほ
ど
い
た
だ
ろ
う
か
。

楽
観
的
な
ロ
ジ
ッ
ク
の
一
番
の
根
拠
は
、
イ
ラ
ン
自
身
が
こ
の
海

峡
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
イ
ラ
ン
は
制
裁
に
よ
り
原
油
輸

出
に
厳
し
い
制
限
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
出
を
拡
大
し
て
き

た
。
そ
の
輸
出
先
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
船

舶
位
置
か
ら
の
解
析
で
石
油
輸
送
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
ケ
プ
ラ
ー

（K
pler

）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
制
裁
前
に
は
日
量
２
０
０
万
バ
レ

ル
ほ
ど
あ
っ
た
イ
ラ
ン
の
原
油
輸
出
は
、
20
年
に
は
日
量
40
万
バ
レ

ホ
ル
ム
ズ
海
峡「
封
鎖
」後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

米
国
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
意
図
は
。
ロ
シ
ア
原
油
禁
輸
解
除
は

誰
を
利
す
の
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
事
情
と
世
界
へ
の
影
響
を
総
覧
。

・
イ
ラ
ン
か
ら
の
タ
ン
カ
ー
は
攻
撃
開
始
後
も
海
峡
を
通
過

・
米
国
の
ロ
シ
ア
石
油
制
裁
解
除
は
ロ
シ
ア
を
利
す
る
こ
と
に

・
備
蓄
の
協
調
行
動
な
ど
安
定
供
給
へ
の
国
際
的
協
力
が
重
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部
調
査
部
戦
略
情
報
課
長

秋
月
悠
也

あ
き
づ
き

ゆ
う
や

１
９
８
４
年
生
ま
れ
、
横

浜
国
立
大
学
卒
。青
年
海
外
協
力
隊（
ボ
ツ
ワ
ナ
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
）
を
経
て
、
英
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
大

学
院
環
境
開
発
政
策
学
修
士
課
程
修
了
。
２
０
１

１
年
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
入
構
、
石
炭
開
発
部
、
モ
ス

ク
ワ
事
務
所
副
所
長
な
ど
を
務
め
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
石
油

産
業
市
場
課
出
向
、
25
年
４
月
か
ら
現
職
。
著
書

に
『
ボ
ツ
ワ
ナ
を
知
る
た
め
の
52
章
』（
共
著
）。
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中東秩序は力で支配されるか

ル
ま
で
減
少
し
た
が
、
年
々
輸
出
量
を
拡
大
し
、
25
年
に
は
日
量
１

７
０
万
バ
レ
ル
ま
で
回
復
し
た
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
は
こ
の
貴

重
な
原
油
輸
出
ル
ー
ト
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
と
と
も
に
、
イ
ラ
ン
経

済
を
支
え
る
重
要
な
顧
客
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
以
外
の
中
東
に
も
依
存

し
て
い
る
中
国
も
、
多
大
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
イ
ラ
ン
の
原
油
を
積
ん
だ
タ
ン
カ
ー
は
２
月
28
日
以
降

も
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
っ
て
原
油
の
輸
出
を
継
続
し
て
い
る
。
多
く

の
人
々
の
予
測
を
裏
切
り
、
イ
ラ
ン
自
身
は
航
行
が
可
能
な
状
態
を

保
ち
な
が
ら
、実
質
的
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
ふ
さ
ぎ
、イ
ス
ラ
エ
ル
・

米
国
と
の
紛
争
に
世
界
中
を
巻
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は
日
量
約
１
５
０
０
万
バ
レ
ル
（
１
バ
レ
ル
＝
１

５
９
リ
ッ
ト
ル
）
の
原
油
と
、
日
量
約
５
０
０
万
バ
レ
ル
の
石
油
製

品
と
い
う
膨
大
な
量
の
石
油
を
載
せ
た
タ
ン
カ
ー
が
通
過
し
、
世
界

各
地
に
届
け
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
に
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
迂
回
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
あ

る
が
、
代
替
量
と
し
て
は
わ
ず
か
で
、
世
界
へ
の
石
油
供
給
が
大
き

く
不
足
す
る
事
態
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
査
会
社
ラ
イ
ス
タ
ッ
ド
・
エ
ナ
ジ
ー
（Rystad Energy

）

の
推
測
に
よ
る
と
、
す
ぐ
に
紛
争
が
収
ま
っ
た
と
し
て
も
、
石
油
の

供
給
が
回
復
す
る
ま
で
に
は
６
月
ま
で
は
か
か
る
と
い
う
見
通
し
を

示
し
て
い
る（
４
月
11
日
時
点
の
デ
ー
タ
）。供
給
が
削
ら
れ
る
総
量

は
約
９
億
バ
レ
ル
で
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
３
月
に
発
表
し
た
協
調
行
動
に
よ

る
戦
略
石
油
備
蓄
等
の
総
量
で
あ
る
４
億
２
６
０
０
万
バ
レ
ル
の
２

倍
以
上
だ
。
世
界
に
は
Ｉ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
の
戦
略
石
油
備
蓄
も
含
め
、

観
測
で
き
る
だ
け
で
も
２
月
末
で
80
億
バ
レ
ル
の
在
庫
が
あ
る
と
見

積
も
ら
れ
て
お
り
、
相
当
程
度
の
期
間
は
供
給
障
害
を
吸
収
で
き
る

能
力
は
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
に
深
刻
な
影
響
か

し
か
し
、
在
庫
の
保
有
状
況
は
各
国
で
異
な
り
、
誰
も
が
均
等
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
で
は
10
億
バ
レ
ル
の
原
油

備
蓄
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
輸
出

禁
止
指
示
の
発
出
が
報
じ
ら
れ
た
。
政
府
が
保
有
す
る
備
蓄
の
放
出

は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
内
在
庫
の
温
存
が
図
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
。
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
備
蓄
は
十
分
で
は
な

く
、
高
騰
し
た
石
油
を
通
常
通
り
に
購
入
す
る
余
裕
も
な
い
た
め
、

す
ぐ
に
石
油
消
費
の
削
減
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
際
も
同
様
の
事
象
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
経
済
的
に
も
弱
い

立
場
の
国
々
が
最
も
影
響
を
受
け
る
の
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
実

情
だ
。
現
在
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
過
し
て
い
る
石
油
、
代
替
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
協
調
行
動
を
合
わ
せ
て
も
日
量
１
０
０
０
万
バ

レ
ル
超
の
供
給
不
足
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
、
ど
れ
だ
け
需
要
を
直

「OPEC＋のジレンマ 生産調整政策の行方と今後の石油需給バランスへの示唆」
https://journal.jogmec.go.jp/content/300798501.pdf
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撃
す
る
か
は
予
測
が
難
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
当
時
と
比
較
し
て
み
る
と

20
年
第
２
四
半
期
に
は
前
年
同
期
比
で
日
量
１
５
０
０
万
バ
レ
ル
の

需
要
減
少
が
あ
っ
た
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
世
界
需
要
の
影
響
は

こ
の
２
分
の
１
程
度
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
影
響
は
ア
ジ

ア
に
集
中
す
る
と
考
え
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
と
同
規
模
の
需
要
削
減
が

必
要
と
な
る
国
が
出
て
く
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

「
歪
曲
さ
れ
た
」
制
裁

米
国
に
お
い
て
も
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
11
月
に
中

間
選
挙
を
控
え
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
と
っ
て
も
、
原
油
価
格
の
高
騰

は
死
活
問
題
と
な
る
。
米
国
は
緩
和
策
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
制
裁

の
免
除
と
い
う
手
段
を
選
ん
だ
。
ま
ず
、
米
国
財
務
省
外
国
資
産
管

理
局
（
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
は
、
一
般
許
可General License 133

を
発

行
し
、
３
月
５
日
時
点
で
ロ
シ
ア
か
ら
輸
出
さ
れ
、
海
上
に
あ
る
ロ

シ
ア
産
石
油
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
で
の
輸
入
を
４
月
４
日
ま
で
許
可

し
た
。
さ
ら
に
、General License 134A

に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
に

限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
国
が
、
３
月
12
日
時
点
で
海
上
に
あ
る
ロ
シ
ア
産

石
油
を
４
月
11
日
ま
で
購
入
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。（
の
ち
に

４
月
17
日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
に
更
新
）。
続
く
３
月
20
日
に
も
、

General License U

に
よ
っ
て
、
海
上
の
イ
ラ
ン
産
原
油
も
同
様

に
１
カ
月
間
の
制
裁
免
除
を
認
め
た
。

ロ
シ
ア
産
の
石
油
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
の
Ｇ
７
の
制
裁
に

よ
っ
て
価
格
上
限
規
制
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
価
格
で
購

入
す
る
場
合
、
Ｇ
７
諸
国
の
タ
ン
カ
ー
や
保
険
が
利
用
で
き
な
い
制

約
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
規
制
以
降
、
通
常
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
実
態
不
明
の
企
業
が
保
有
す
る
タ
ン

カ
ー
群
「
影
の
船
団
（Shadow

 Fleet

）」
に
よ
る
輸
送
が
増
加
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
主
要
な
買
い
手
で
あ
っ
た
欧
州
か
ら
中

国
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
な
ど
に
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
シ
ア
の
総

輸
出
量
は
制
裁
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
水
準
が
維
持
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ロ
シ
ア
に
停
戦
へ
の
圧
力
を
強
め

る
た
め
、
イ
ン
ド
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
の
石
油
輸
入
を
や
め
な
け
れ

ば
関
税
を
引
き
上
げ
る
と
の
脅
し
を
か
け
、
２
０
２
５
年
８
月
に
は

関
税
を
25
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
る
措
置
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、

米
国
側
の
発
表
で
は
イ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
産
石
油
の
禁
輸
に
合
意
し
、

関
税
は
15
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
10
月

に
、
初
め
て
直
接
的
な
対
ロ
制
裁
と
な
る
ロ
シ
ア
の
大
手
石
油
企
業

ロ
ス
ネ
フ
チ
（Rosneft

）
と
ル
ク
オ
イ
ル
（Lukoil

）
の
Ｓ
Ｄ
Ｎ

（Specially D
esignated N

ationals

：
米
国
取
引
を
禁
止
す
る
制

裁
）
指
定
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
石
油
輸
出
は
大

き
く
は
減
少
せ
ず
継
続
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
は
輸
入
先
を
ロ
シ

ア
か
ら
中
東
に
切
り
替
え
る
動
き
を
見
せ
、
引
き
取
り
手
の
な
い
ロ
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中東秩序は力で支配されるか

シ
ア
の
石
油
が
海
上
に
滞
留
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
に
よ
る

と
、
今
年
２
月
の
バ
ル
ト
海
か
ら
の
原
油
輸
出
価
格
は
平
均
で
バ
レ

ル
当
た
り
42・81
ド
ル
で
、
北
海
原
油
よ
り
も
30
ド
ル
近
い
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
が
か
か
り
、
同
月
の
ロ
シ
ア
の
石
油
収
入
は
前
年
比
で
40

億
ド
ル
減
少
し
た
。

ケ
プ
ラ
ー
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
制
裁
免
除
が
発
動
さ
れ
た
３
月

12
日
時
点
で
海
上
に
あ
っ
た
ロ
シ
ア
産
石
油
は
２
億
３
２
０
０
万
バ

レ
ル
だ
っ
た
が
、
４
月
11
日
に
は
１
億
８
３
０
０
万
バ
レ
ル
に
ま
で

約
20
％
減
少
し
た
。
同
時
期
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
攻
撃
で
、
バ
ル

ト
海
の
プ
リ
モ
ル
ス
ク
や
黒
海
の
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
ー
ス
ク
か
ら
の
石
油

輸
出
が
減
少
し
た
こ
と
も
要
因
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
な
ど
が
輸
入
を

増
や
し
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
だ
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ノ
ヴ
ァ
ク
副
首
相
は
３
月
26
日
、
ロ
シ
ア
の
石
油
は
需
要
が

高
く
、
一
部
の
地
域
で
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
で
は
な
く
プ
レ
ミ
ア
ム

が
つ
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、

ロ
シ
ア
に
対
し
て
圧
力
を
か
け
る
た
め
に
強
化
し
て
い
た
制
裁
を
、

イ
ラ
ン
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
っ
て
米
国
自
ら
一
部
解
除
し
、

戦
費
の
糧
と
な
る
収
入
を
増
加
さ
せ
た
の
は
な
ん
と
も
皮
肉
な
こ
と

だ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
石
油
は
い
ず
れ
中
国
な
ど
が
輸
入
す
る
だ
ろ

う
石
油
で
あ
り
、
世
界
の
石
油
供
給
が
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
は
イ
ラ
ン
の
制
裁
免
除
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

米
国
の
戦
略
石
油
備
蓄
も
放
出

速
や
か
に
世
界
に
石
油
を
供
給
す
る
手
段
と
し
て
、
国
家
石
油
備

蓄
の
放
出
が
あ
る
。
米
国
は
戦
略
石
油
備
蓄
の
放
出
に
つ
い
て
は
当

初
は
否
定
的
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
に
米
国
は
１

億
８
０
０
０
万
バ
レ
ル
の
戦
略
石
油
備
蓄
の
放
出
を
行
い
、
備
蓄
は

40
年
ぶ
り
の
水
準
、
３
億
５
０
０
０
万
バ
レ
ル
程
度
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。
そ
の
後
、
約
６
０
０
０
万
バ
レ
ル
の
積
み
増
し
を
行
っ
た
も

の
の
、
多
頻
度
で
膨
大
な
放
出
を
す
る
ほ
ど
の
余
裕
は
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
戦
略
石
油
備
蓄
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
余
剰
生
産
能
力
と
同
様

に
、
使
う
こ
と
よ
り
も
存
在
す
る
こ
と
に
市
場
を
安
定
さ
せ
る
効
果

が
あ
る
か
ら
だ
。し
か
し
、前
代
未
聞
の
石
油
供
給
の
途
絶
を
受
け
、

３
月
９
日
の
Ｇ
７
財
務
相
会
合
で
は
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
協
調
行
動
に
つ
い
て

議
論
し
、
米
国
も
こ
れ
を
支
持
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
続
く
10
日
の

Ｇ
７
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
会
合
で
は
Ｉ
Ｅ
Ａ
に
状
況
を
評
価
す
る
作
業
を

指
示
し
、
11
日
に
は
Ｉ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
は
合
計
で
４
億
バ
レ
ル
の
協
調

行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
合
意
し
た
。

米
国
は
こ
の
う
ち
の
４
割
に
あ
た
る
１
億
７
２
０
０
万
バ
レ
ル
の

戦
略
石
油
備
蓄
の
放
出
を
決
め
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
全
量
を
売
却

で
は
な
く
「
交
換
」
方
式
で
放
出
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
企
業

が
原
油
を
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
借
り
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
プ
レ

「IEA による石油市場中期見通し」
https://journal.jogmec.go.jp/content/300516459.pdf
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ミ
ア
ム
を
乗
せ
て
返
還
す
る
方
式
で
あ
る
。
第
１
弾
と
し
て
募
集
さ

れ
た
８
６
０
０
万
バ
レ
ル
の
交
換
で
は
、
少
な
く
と
も
18
～
22
％
も

の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
乗
せ
て
、
遅
く
と
も
２
０
２
８
年
９
月
ま
で
に
返

還
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
る
と
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
際
の
戦
略
国
家
備
蓄
の
売
却
額
は
バ
レ
ル
あ
た
り

平
均
95
ド
ル
で
、
買
い
戻
し
は
２
割
安
い
平
均
76
ド
ル
だ
っ
た
と
さ

れ
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
け
方
は
、
確
実
に
こ
の
水
準
で
の
再

補
充
を
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
月
現
在
の
原
油
先
物
価
格
は
強
い
バ
ッ
ク
ワ
ー
デ
ー
シ
ョ
ン

（
逆
ざ
や
）を
示
し
て
お
り
、28
年
に
は
３
割
以
上
安
い
70
ド
ル
以
下

の
価
格
と
な
っ
て
い
る
。
石
油
の
返
還
に
高
い
プ
レ
ミ
ア
ム
を
乗
せ

た
と
し
て
も
、
十
分
に
採
算
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
３
月
20
日
の
最
初
の
期
限
で
放
出
が
決
ま
っ
た
の
は
募
集
の
５

割
程
度
だ
っ
た
。
第
２
弾
の
１
０
０
０
万
バ
レ
ル
の
募
集
で
は
85
％

の
放
出
が
決
ま
り
、
最
終
的
に
ど
の
程
度
の
放
出
と
な
る
か
は
、
今

後
の
中
東
情
勢
・
市
場
動
向
次
第
と
な
る
。

国
際
協
力
を
重
視
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

米
国
の
軍
事
力
や
西
側
諸
国
の
制
裁
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
を
開
く
こ
と
は
お
ろ
か
、
日
量
２
０
０
０
万
バ
レ
ル
の

膨
大
な
供
給
経
路
の
途
絶
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
石
油
市
場
を
安

定
化
さ
せ
る
手
段
に
乏
し
い
こ
と
が
露
呈
し
た
。
今
後
、
チ
ョ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
（
要
衝
）
の
封
鎖
は “U

nlikely” 

で
は
な
く
、
常
に
可
能

性
を
意
識
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
今
回
の
件
で
日
本
の
中
東
依
存
度
の
高
さ
が
い
っ
そ
う

注
目
さ
れ
た
も
の
の
、
私
は
現
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
否
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
中
で
最
も
中
東
石
油
依
存
度
の
高
い
日
本
は
、
こ
の
よ
う

な
有
事
に
対
し
て
最
も
準
備
を
し
て
き
た
国
の
一
つ
で
も
あ
る
。
半

世
紀
前
の
石
油
危
機
以
来
、
中
東
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本

は
省
エ
ネ
を
進
め
て
石
油
そ
の
も
の
へ
の
依
存
度
を
減
ら
し
て
き
て

お
り
、
供
給
途
絶
に
備
え
て
２
０
０
日
以
上
の
石
油
備
蓄
を
保
持
し

て
き
た
。
そ
れ
で
も
な
お
中
東
依
存
度
が
高
い
の
は
、
中
東
か
ら
の

原
油
を
利
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
合
理
性
が
高
い
か
ら
だ
。
輸
送

距
離
が
片
道
20
日
ほ
ど
で
、他
の
産
油
国
と
比
べ
る
と
比
較
的
近
い
。

損
益
分
岐
点
も
低
く
、
資
源
価
格
が
下
が
っ
て
も
生
産
が
と
ど
こ
お

る
リ
ス
ク
が
低
い
。
資
源
埋
蔵
量
も
膨
大
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
も
継
続
的
な
供
給
が
期
待
で
き
る
。
日
本
の
製
油
所
は
こ
う
し
た

利
点
を
背
景
に
、
中
東
原
油
に
適
合
す
る
設
備
を
作
っ
て
き
た
。
Ｉ

Ｅ
Ａ
の
分
析
で
は
、
課
税
前
の
日
本
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
米
国
や
ノ

ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
産
油
国
よ
り
も
安
く
、
加
盟
国
の
中
で
も
最
も
安

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
（
２
０
２
４
年
平
均
、
米
ド
ル
換
算
）。
こ
う
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中東秩序は力で支配されるか

し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
中
東
依
存
度
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
は
難

し
く
、
有
事
に
お
い
て
も
代
替
ル
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
優
先
的
に
供

給
を
得
ら
れ
る
た
め
に
中
東
と
の
関
係
維
持
・
強
化
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
も
、
足
元
で
は
中
東

依
存
度
は
低
い
が
、
日
本
の
依
存
度
が
高
い
の
は
、
今
後
国
内
需
要

の
高
ま
り
に
よ
り
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
が
不
安
視
さ
れ
る
豪
州
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
合
計
７
割
を
占
め
る
。
今
年
２
月
に
は
日
本

の
発
電
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
カ
タ
ー
ル
・
エ
ナ
ジ
ー
と
、
28
年
か
ら
27

年
間
、
３
０
０
万
ト
ン
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
購
入
契
約
を
締
結
し
た
ば
か
り
だ

が
、
輸
出
余
力
と
い
う
意
味
で
、
安
定
的
な
中
東
か
ら
の
調
達
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
有
事
の
際
に
す
ぐ
に
利
用
可
能
な
備
蓄
の
重
要
性
も
証
明

さ
れ
た
。
し
か
し
、
世
界
的
な
石
油
需
給
の
逼
迫
に
際
し
て
は
、
一

国
の
備
蓄
の
能
力
に
は
限
り
が
あ
り
、
多
国
間
で
の
備
蓄
の
取
り
組

み
が
必
要
と
な
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
協
調
行
動
は
代
表
的
な
も
の
で
、
Ｉ

Ｅ
Ａ
加
盟
国
が
世
界
の
石
油
在
庫
の
半
数
を
保
有
し
て
い
る
。他
方
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
石
油
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
需
要
は
増
加
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
の
石
油
需
要
は

減
少
傾
向
で
協
調
行
動
に
よ
る
影
響
力
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
Ｉ
Ｅ

Ａ
に
は
24
年
に
ラ
ト
ビ
ア
、26
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
加
盟
が
決
ま
り
、

他
に
も
加
盟
審
査
中
の
国
が
あ
る
が
、
枠
組
み
の
拡
大
は
今
後
も
必

要
だ
ろ
う
。産
油
国
と
の
協
力
で
は
、Ｕ
Ａ
Ｅ
と
09
年
か
ら
開
始
し
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
も
取
り
組
ん
で
い
る
共
同
備
蓄

事
業
は
好
事
例
だ
。
平
時
は
産
油
国
が
商
業
的
に
利
用
で
き
、
有
事

に
は
日
本
が
優
先
的
に
備
蓄
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
互
い
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
と
同
じ
く
中
東
依
存
度
が
高
く
、

今
後
の
需
要
成
長
の
中
心
と
な
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
も
協
力
を
し
て
い

く
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
既
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
研
修
と
し

て
、
各
国
の
備
蓄
政
策
担
当
者
を
日
本
に
招
聘
し
、
各
国
の
備
蓄
事

業
具
体
化
推
進
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
、

よ
り
真
剣
に
備
蓄
の
強
化
を
検
討
す
る
国
も
あ
る
だ
ろ
う
。

欧
州
で
は
20
年
前
後
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
た

政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
お

い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
か
ら
脱
却

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を

高
め
る
こ
と
こ
そ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
で
あ
る
と
い
う
方
針
を

示
し
た
。
今
回
の
中
東
情
勢
を
受
け
て
も
、
同
様
の
主
張
が
見
受
け

ら
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
中
で
も
一
定

の
石
油
・
天
然
ガ
ス
を
使
い
続
け
る
以
上
、
安
定
供
給
に
つ
い
て
努

力
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。




